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国
保
特
集

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、

い
ざ
と
い
う
と
き
の
病
気
や
け
が

に
備
え
て
、
安
心
し
て
お
医
者
さ

ん
に
か
か
れ
る
よ
う
日
頃
か
ら
お

金
（
保
険
税
）
を
出
し
合
い
、
お

互
い
に
助
け
合
お
う
と
い
う
制
度

で
す
。
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人
な
ど
を
除
い
て
、
す

べ
て
の
人
が
国
保
の
加
入
者
（
被

保
険
者
）
に
な
り
ま
す
。
国
保
へ

は
世
帯
単
位
で
加
入
し
、
一
世
帯

に
一
枚
の
保
険
証
が
交
付
さ
れ
ま

す
。

お
も
な
被
保
険
者
（
国
保
の
加

入
者
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

自
営
業
者

年
金
生
活
者

農
業
・
漁
業
従
事
者
　
　

退
職
な
ど
で
職
場
の
健
康
保

険
を
や
め
た
人

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
で
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
人

外
国
人
登
録
を
し
て
日
本
に

一
年
以
上
滞
在
す
る
人

被
保
険
者
に
な
る
人

国
保
は
、
万
一
病
気
に
な
っ
て
も
医

療
費
の
負
担
が
高
額
に
な
ら
な
い
よ

11年度
32,824 
11,218 
10,608 
6,727 
1,010 
2,871 
5,078 

12年度
33,045 
11,466 
10,802 
6,801 
1,053 
2,948 
5,265 

13年度
33,088 
11,555 
11,003 
6,739 
1,105 
3,159 
5,443 

市の人口
市の世帯数
国保加入者
一般被保険者
退職被保険者
老人保健

国保加入世帯数

韮崎市国保の加入状況
国保の加入者は年々増えており、中でも70歳以上の老人

保健加入者が大きく増加しています。

各年度とも 8 月 1 日現在の比較です。（単位：人、世帯）

も
し
も
の
時
に
備
え
て

の
国
保
制
度
で
す

国保の問い合わせ　市民生活課　市民室国保医療係　（ 内線116・117）

う
、
ふ
だ
ん
か
ら
保
険
税
を
納
め
て
備

え
て
お
く
制
度
で
す
。

病
気
の
治
療
に
医
療
費
が
一
二
〇
万

円
か
か
っ
た
場
合
を
例
に
負
担
額
の
違

い
を
み
て
み
る
と

○
保
険
税
を
納
め
て
い
る
と

→

自
己
負
担
は
医
療
費
の
３
割

（
＝
三
六
万
円
）

さ
ら
に
高
額
療
養
費
と
し
て
払
い
戻

さ
れ
る
の
で
最
終
的
な
自
己
負
担
は
、

→

　
七
万
二
、
四
二
〇
円

（
上
位
所
得
者
以
外
の
場
合
の
例
）

○
保
険
税
を
納
め
な
い
で
い
る
と

→

　
自
己
負
担
は
医
療
費
の
全
額

（
＝
一
二
〇
万
円
）

こ
の
よ
う
に
、
国
保
は
医
療
費
負
担

が
驚
く
ほ
ど
軽
く
な
り
ま
す
。
国
保
の

意
義
を
よ
く
理
解
し
、
保
険
税
は
き
ち

ん
と
納
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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の
支
給
を
受
け
る
場
合

同
じ
世
帯
で
、
12
ヶ
月
以
内
に
４
回

以
上
の
高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け
る

場
合
、
４
回
目
か
ら
は
次
の
限
度
額
を

超
え
た
額
が
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

④
特
定
疾
病
の
場
合

血
友
病
や
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
、
人
工
透

析
が
必
要
な
慢
性
腎
不
全
の
人
は
、

「
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
」
を
病
院
に

提
示
す
れ
ば
、
１
ヶ
月
一
万
円
以
内
の

負
担
で
す
み
ま
す
。

２．

あ
と
で
払
い
戻
さ
れ
る
も
の

（
療
養
費
の
支
給
）

次
の
よ
う
な
と
き
は
、
あ
と
で
申
請

し
、
認
め
ら
れ
れ
ば
、
か
か
っ
た
医
療

費
の
７
割
（
ま
た
は
８
割
）
が
払
い
戻

さ
れ
ま
す
。

（
ア
）
急
病
な
ど
で
や
む
を
得
ず
保
険

証
を
持
た
ず
に
治
療
を
受
け
た
と
き

（
イ
）
コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
治
療
上
必
要

な
補
装
具
を
購
入
し
た
と
き

（
ウ
）
生
血
を
輸
血
し
た
と
き

（
エ
）
柔
道
整
復
師
で
施
術
を
受
け
た

と
き
（
国
保
を
取
り
扱
っ
て
い
な
い
場

合
）

（
オ
）
治
療
上
必
要
な
は
り
、
き
ゅ
う
、

国
保
の
窓
口
に
申
請
す
れ
ば
、
か
か

っ
た
医
療
費
の
一
部
を
あ
と
で
払
い
戻

し
て
く
れ
た
り
、
現
金
の
支
給
を
受
け

ら
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

１．

高
額
療
養
費

①
一
部
負
担
金
が
限
度
額
を
超
え
た
場
合

医
療
機
関
の
窓
口
で
高
額
な
一
部
負

担
金
を
支
払
っ
た
と
き
に
、
限
度
額
を

超
え
た
分
に
つ
い
て
申
請
に
よ
り
、
払

い
戻
し
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
を
受
け
た
と
き

（
カ
）
海
外
旅
行
中
に
国
外
で
治
療
を

受
け
た
と
き

３．

現
金
で
支
給
さ
れ
る
も
の

（
ア
）
子
供
が
生
ま
れ
た
と
き

→

保
険
証
、
印
鑑
を
持
参
し
申
請

→

三
〇
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

（
イ
）
被
保
険
者
が
死
亡
し
た
と
き

→

保
険
証
、
印
鑑
を
持
参
し
申
請

→

五
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

退
職
後
の
医
療
（
退
職
者

医
療
制
度
）

長
い
間
勤
め
た
会
社
な
ど
を
退
職
し

て
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
の
う
ち
、

老
齢
（
退
職
）
年
金
を
受
け
て
い
る
70

歳
未
満
の
人
と
そ
の
家
族
は
退
職
医
療

制
度
で
医
療
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
対
象

と
な
る
の
は
、
次
の
す
べ
て
に
あ
て
は

ま
る
人
（
退
職
被
保
険
者
本
人
）
と
そ

の
被
扶
養
者
で
す
。

（
ア
）
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人

（
イ
）
老
人
保
健
制
度
の
適
用
を
受
け

て
い
な
い
人

（
ウ
）
厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組
合
な

ど
の
老
齢
（
退
職
）
年
金
を
受
け
て
い

る
人
で
、
加
入
期
間
が
20
年
以
上
、
ま

た
は
40
歳
以
降
に
10
年
以
上
あ
る
人

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
の
一
部

負
担
金
は
、
本
人
が
入
院
、
外
来
と
も

二
割
、
扶
養
家
族
が
入
院
二
割
、
外
来

三
割
で
す
。

年
金
証
書
を
受
け
取
っ
た
ら
、
14
日

以
内
に
、
保
険
証
、
印
鑑
、
年
金
証
書

を
持
っ
て
国
保
の
窓
口
に
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

４回目からの自己負担限度額

限度額早見表 （月額）

国
保
特
集

人
間
ド
ッ
ク

○
対
象
者

国
保
加
入
者
（
保
険
税
完
納
者
）

で
年
齢
が
原
則
と
し
て
40
歳
か
ら
65

歳
ま
で
の
者

○
検
診
費
用

男
女
と
も
１
人
当
り
８，

０
０
０

円
を
負
担
す
る
だ
け
で
、
残
り
は
国

保
が
負
担
し
ま
す
。

○
実
施
機
関

韮
崎
市
立
病
院
・
韮
崎
相
互
病
院

山
梨
県
厚
生
連
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

○
実
施
期
間

平
成
13
年
10
月
１
日
か
ら

翌
年
２
月
28
日
ま
で

脳
ド
ッ
ク

○
対
象
者

国
保
加
入
者
（
保
険
税
完
納
者
）

○
検
診
費
用

男
女
と
も
検
診
費
用
（
３
５，

０

０
０
円
）
の
２
分
の
１
（
１
７，

５

０
０
円
）
を
助
成
し
、
残
り
は
国
保

が
負
担
し
ま
す
。

○
実
施
機
関

秋
山
脳
外
科

○
実
施
期
間

平
成
13
年
４
月
1
日
か
ら

翌
年
３
月
31
日
ま
で

◎
申
し
込
み

人
間
ド
ッ
ク
、
脳
ド
ッ
ク
と
も
国

保
医
療
係
で
利
用
券
の
交
付
を
受
け

て
か
ら
実
施
機
関
に
申
し
込
ん
で
下

さ
い
。

国
保
で
負
担
金
を
助
成
し
ま
す

（
疾
病
の
早
期
発
見
、
健
康
管
理
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
）

申
請
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
も
の

住民税非課税世帯

上位所得者
121,800円＋（医療費－

609,000円）×１％
住
民
税
課
税
世
帯

※上位所得者とは前年の基礎控除後の所得が
670万円を超える世帯の人のことです。

63,600円＋（医療費－

318,000円）×１％

35,400円

上位所得者

以外の人

住民税

非課税世帯

上　位

所得者
70,800円住

民
税
課
税
世
帯 37,200円

24,600円

上　位

所得者

以外の人

②
同
じ
世
帯
で
合
算
し
て
限
度
額
を
超

え
た
場
合

同
じ
世
帯
で
、
同
じ
月
内
に
三
万
円

以
上
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
は
二
万
一

千
円
以
上
）
の
一
部
負
担
金
を
２
回
以

上
支
払
い
、
そ
の
合
計
額
が
限
度
額
を

超
え
た
場
合
は
、
超
え
た
分
が
申
請
に

よ
り
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

③
12
ヶ
月
間
に
４
回
以
上
高
額
療
養
費
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その他 
181,761

老人保健 
拠出金 
444,847

保険給付費 
1,245,475

支出 
1,872,083
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その他 
236,327

国庫支出金等 
943,403

保険税 
790,055

収入 
1,969,785

平成12年度収支決算の状況

（単位：円）一
人
当
た
り
医
療
費
の
推
移

（単位：百万円）

医
療
費
の
推
移

（単位：千円）
国保の財源とその使いみち

皆
さ
ん
が
病
院
で
支
払
う
お
金

は
一
部
負
担
金
と
い
っ
て
、
実
際

に
か
か
っ
た
医
療
費
の
３
割
で
す
。

残
り
の
７
割
は
国
保
が
負
担
し
て

い
ま
す
。

そ
の
国
保
が
負
担
す
る
医
療
費

の
財
源
、
皆
さ
ん
が
納
め
る
保
険

税
が
４
割
、
残
り
は
国
庫
支
出
金

等
で
賄
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
年
々
増
え
続
け
る
医

療
費
に
対
応
す
る
に
は
、
こ
の
財

源
だ
け
で
は
足
り
な
い
た
め
、
基

医
療
費
を
大
切
に
、
上
手
に
使
い
ま
し
ょ
う

金
を
取
り
崩
し
た
り
、
国
保
税
を

引
き
上
げ
た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
が

け
で
、
医
療
費
の
増
加
を
止
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
頃
か
ら
健

康
づ
く
り
に
つ
と
め
、
ま
た
、
医

者
に
か
か
る
場
合
に
も
、
上
手
に

利
用
し
、
一
人
ひ
と
り
が
医
療
費

の
無
駄
使
い
を
し
な
い
よ
う
に
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

上手なお医者さんのかかり方
①お医者
さんのか
けもちは
やめまし
ょう

②時間外、
休日受診
はなるべ
く避けま
しょう

④かかり
つけ医を
持ちまし
ょう

③薬をた
くさん欲
しがるの
はやめま
しょう

⑥定期的に健
康診断を受
け、病気の早
期発見、早期
治療を心がけ
ましょう

⑤お医者
さんを信
頼し、指
示を守り
ましょう

国
保
特
集
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交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
の
行
為
に

よ
っ
て
う
け
た
け
が
の
治
療
費
は
、
加

害
者
が
全
額
負
担
す
る
の
が
原
則
で

す
。
し
か
し
、
そ
の
賠
償
が
遅
れ
る
と

き
な
ど
は
、
国
保
で
治
療
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
費
用
は
国
保
が

一
時
的
に
立
て
替
え
て
い
る
の
で
、
国

保
が
あ
と
か
ら
加
害
者
に
請
求
い
た
し

ま
す
。

必
ず
国
保
の
窓
口
に
届
け
出
を
！

○
届
け
出
に
必
要
な
も
の

保
険
証
・
印
鑑
・
事
故
証
明
書
（
後
日

で
も
可
）→

「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷

病
届
」
を
提
出

○
国
保
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合

（
ア
）
加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け
取

っ
て
い
る
と
き

（
イ
）
業
務
上
の
け
が
の
と
き

（
ウ
）
飲
酒
運
転
、
無
免
許
運
転
等
に

よ
り
け
が
を
し
た
と
き

入院・疾病分類項目
精神及び行動の障害
新生物（ガン）
脳血管疾患
損傷、中毒及びその他の外因の影響
循環器系の疾患
呼吸器系の疾患
消化器系の疾患
筋骨格系及び結合組織の疾患
尿路性器系の疾患
神経系の疾患

件数
79
47
44
35
30
19
16
13
12
9

日数
2,302
640
933
493
397
282
149
214
188
241

点　数
2,392,707
2,059,716
1,880,915
1,051,035
1,655,541
513,635
376,795
622,866
455,446
314,279

順位
１
２
３
４
５
６
７
８
９
10

外来・疾病分類項目
高血圧性疾患
歯及び歯の支持組織の障害
呼吸器系の疾患
筋骨格系及び結合組織の疾患
眼及び付属器の疾患
循環器系の疾患
脳血管疾患
損傷、中毒及びその他の外因の影響
消化器系の疾患
新生物（ガン）

件数
1,379
1,014
855
790
546
442
434
431
369
361

日数
2,502
2,579
1,544
2,557
688
845
857
848
688
812

医療費
1,737,590
1,842,291
852,241
1,124,514
445,815
684,525
562,904
454,251
482,472
910,222

順位
１
２
３
４
５
６
７
８
９
10

国
保
は
、
会
社
の
健
康
保
険
と
違
っ
て
、
加
入
や
脱
退
な
ど
各
種
の
手
続
き

を
各
自
の
責
任
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
転
職
や
退
職
な
ど
で
ど
の
医

療
保
険
に
も
加
入
し
て
い
な
い
と
い
う
人
は
す
ぐ
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

国保に入るとき
こ
ん
な
と
き

他
の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
て
き
た
と

き職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と
き

職
場
の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
か
ら
は

ず
れ
た
と
き

生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
と
き

子
供
が
生
ま
れ
た
と
き

他
の
市
区
町
村
へ
転
出
す
る
と
き

職
場
の
健
康
保
険
に
入
っ
た
と
き
、
職

場
の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
に
な
っ
た

と
き

生
活
保
護
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
と

き死
亡
し
た
と
き

退
職
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
っ
た
と

き住
所
、
世
帯
主
、
氏
名
な
ど
が
変
わ
っ

た
と
き

交
通
事
故
の
と
き

高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け
る
と
き

修
学
の
た
め
別
に
住
所
を
定
め
る
と
き

長
期
旅
行
な
ど
で
別
に
保
険
証
が
必
要

な
と
き

保
険
証
を
な
く
し
た
と
き

必
要
な
も
の

一
部
転
入
で
世
帯
に
保
険
証
が
あ
る
場

合
は
、
そ
の
保
険
証

職
場
の
健
保
を
や
め
た
証
明
書
、
退
職

被
保
険
者
該
当
者
は
年
金
証
書
、
一
部

加
入
で
世
帯
に
保
険
証
が
あ
る
場
合

は
、
そ
の
保
険
証

被
扶
養
者
か
ら
は
ず
れ
た
証
明
書

保
護
廃
止
決
定
通
知
書

保
険
証
、
母
子
健
康
手
帳

保
険
証

国
保
と
職
場
の
両
方
の
保
険
証
、
扶
養

認
定
年
月
日
の
わ
か
る
証
明
書

保
険
証
、
保
護
決
定
通
知
書

保
険
証
、
死
亡
を
証
明
す
る
も
の

保
険
証
、
年
金
証
書

保
険
証

第
三
者
行
為
被
害
届
（
取
り
合
え
ず
国

保
係
に
連
絡
し
て
下
さ
い
）

保
険
証
、
領
収
書
、
高
額
療
養
費
支
給

通
知
書

保
険
証
、
在
学
証
明
書

保
険
証

身
分
を
証
明
す
る
も
の

国民健康保険入院・外来別疾病分類表 昨年との診療分を比較すると！
平成13年 5 月診療分
○総　件　数 ８，８１２件
○総　日　数 ２４，２５７日
○総　点　数 ２４，８３０，９１２点
平成12年 5 月診療分
○総　件　数 ８，２７７件
○総　日　数 ２３，２８１日
○総　点　数 ２３，０９３，０７６点
平成13年 5 月と平成12年 5 月の診療分の比較で
すが、増加していることがわかります。

生活習慣病を予防しよう！
厚生労働省から日本人の平均寿命が女性で

84.62歳、男性で77.64歳と過去最高であることが
公表されました。しかし、その一方で、中高年層
を中心にガン、心臓病、脳卒中などの生活習慣病
が増加し、そのためにせっかくの長寿を満喫する
ことができない人が増えてきています。
国が提唱する「健康日本21」では生活習慣に関
わる目標が示されています。栄養、運動、休養の
３要素の調和を図り、生活習慣病を寄せつけない
暮らしに改善していきましょう。

国保をやめるときそ　の　他

国
保
特
集

交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き

必
ず
14
日
以
内
に
届
け
出
を



「
全
国
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
に
ら
さ
き
大
会
」

フェアフィールド
派遣高校生を募集

「韮崎市ふれあい農園」
◆◆利用者募集◆◆
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生
涯
学
習
都
市
宣
言
20
周
年
記
念
事
業

▲
人
が
元
気
、
ま
ち
が
元
気
、
輝
き
が
見
え
る
ま
ち
づ
く
り
▼

「
全
国
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
に
ら
さ
き
大
会
」

「
全
国
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
に
ら
さ
き
大
会
」

生
涯
学
習
都
市
宣
言
20
周
年
を
記
念

し
、来
る
11
月
17
日
〜
18
日
の
二
日
間
、

文
部
科
学
省
の
委
嘱
事
業
と
し
て
「
全

国
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ

ム
・
に
ら
さ
き
大
会
」
を
開
催
し
、
い

ま
ま
で
私
た
ち
が
取
組
ん
で
き
た
生
涯

学
習
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
を
踏

ま
え
、
更
に
住
民
主
役
の
個
性
あ
る

「
ま
ち
づ
く
り
活
動
」
に
発
展
す
る
こ

と
を
め
ざ
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
　
日

平
成
13
年
11
月
17
日

〜
18
日

会
　
場

韮
崎
市
文
化
ホ
ー
ル

参
加
費

無
料
（
但
し
、
交
流
・
交
歓

会
参
加
者
は
、
四
千
円
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み

韮
崎
市
教
育
委
員
会
教
育
課

生
涯
学
習
推
進
室
社
会
教
育
係

（

内
線
２
２
２
・
２
２
３
）

まちづくりフォーラムの主な日程
11月17日
14：05 シンポジウム

「生涯学習を地域で楽しむ」
16：30 交流・交歓会

11月18日
9：30 オープニングコーラス
（韮崎市民合唱団・韮崎シティジュニアコーラス）
9：45 開会式
10：05 市内実践発表 「楽 隊」
（清哲町青木子供クラブ・中谷子供クラブ）
10：20 基調講演

「教育経営としての生涯学習まちづくり」
12：10 分科会〈フォーラム〉
（１）「市民が輝く生涯学習まちづくり」
（２）「子どもの心を育てるまちづくり」
（３）「ふるさとの資源を生かしたまちづくり」

14：20 記念講演
「人生は、出会い・ふれ愛・感動！」
講師　ステージパフォーマー・NHK手話

ニュースキャスター　丸山浩路氏
15：50 閉 会

今までの穂坂町の 2 つの農園に加えて、大草町若尾に
「ふれあい農園」を開設します。また宮久保農園に40㎡
の10区画を増設します。
野菜や花の栽培をとおして、自然とふれあいリフレッ
シュできると好評です。
農園でのいろいろな人との出会いや、作物を育て収穫
する喜びを体験、生活の場も広がることでしょう。

貸出区画数 ・大草町若尾農園20区画
・穂坂町宮久保農園10区画

区 画 面 積 1 区画　40㎡
貸 出 期 間 平成13年11月 1 日～平成14年 3 月31日

（希望があれば来年度も継続できます。）
貸 出 金 額 年額　6,000円　（月割500円）
農園の性格 特定農地貸付に関する農地法等の特例に関

する法律に基づく市民農園で、営利目的で
は利用できません。なお、耕作権など一切
の権利は発生しません。

募 集 方 法 申込書（郵送可）による一般公募
応 募 資 格 農業者以外の方で市内、市外を問いません。
募 集 開 始 10月15日
貸 出 決 定 申込み受付けにより随時

（応募多数の場合は抽選）

●問い合せ

産業経済課　農林室農務係（ 内線２３６・２３７）

市では国際交流の一環として、姉妹都市アメリカ・フ
ェアフィールド市と高校生交流事業を実施しています。
本年度も、フェアフィ－ルドを訪問する高校生を募集し
ます。
期間・日程（予定）

平成13年12月15日～平成14年 1 月 6 日
（23日間を予定）

学校などの教育施設の訪問のほか、ロサンゼルス方面
への小旅行（ディズニーランド訪問等）も予定していま
す。
募 集 人 員 6 名
応 募 資 格 市内在住の高校生
募 集 期 間 10月 1 日 ～10月19日
参 加 経 費 21万 2 千円　※昨年度実績

内訳：航空運賃、米国内旅行費用等
（上記金額の内、 7 万円を市より補助）

そ　の　他 ①滞在中は一般家庭にホームステイします。
②市から引率者が同行します。
③派遣者は選考のうえ決定します。

選考会日程 ①日　時　10月下旬（予定）
②場　所　市役所会議室

＊事業参加申し込み者の選考会出席・訪米にあたり、各
人の授業の欠席について、公欠扱いにしていただくよ
う、市より所属学校へ依頼します。

●申込・問い合わせ　

総務課総務室内　国際交流実行委員会
（ 内線３１２・３１３）
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み
な
さ
ん
は
「
結
核
は
昔
の
病
気
」

と
お
考
え
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
し
か

し
、
現
在
で
も
年
間
４
万
人
が
患
者
と

な
り
、
約
３
千
人
の
方
が
命
を
失
っ
て

い
ま
す
。
特
に
発
生
状
況
を
見
る
と
、

60
歳
以
上
の
高
齢
者
に
発
症
が
多
く
、

ま
た
、
重
症
患
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

結
核
は
、「
か
ぜ
」
に
似
た
症
状
で

す
の
で
、
本
人
も
周
囲
の
人
も
「
か
ぜ
」

と
思
い
こ
み
が
ち
で
す
か
ら
、
結
核
だ

と
わ
か
る
ま
で
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

そ
の
結
果
気
づ
い
た
と
き
に
は
、
重
症

に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
多
い
の
で
す
。

結
核
は
、
早
め
に
発
見
す
る
こ
と
さ

え
で
き
れ
ば
、
必
ず
治
る
病
気
で
す
。

市
で
は
、
今
年
ま
だ
結
核
レ
ン
ト
ゲ

ン
検
診
を
受
診
し
て
い
な
い
方
（
未
受

診
者
）
を
対
象
に
、
市
内
各
地
区
を
巡

回
す
る
検
診
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
早

期
発
見
の
た
め
に
必
ず
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

対
象
者
は

今
年
度
の
各
地
区
巡
回
検

診
（
８
〜
９
月
実
施
）
を
受
診
で
き
な

か
っ
た
18
歳
以
上
の
方
で
、
次
の
何
れ

に
も
該
当
し
な
い
方
で
す
。

・
勤
務
先
や
学
校
等
で
結
核
検
診
を
受

診
し
た
方
ま
た
は
予
定
の
方
。

・
医
療
機
関
で
定
期
的
に
肺
の
レ
ン
ト

ゲ
ン
検
診
を
受
け
て
い
る
方
。

・
妊
娠
中
ま
た
は
妊
娠
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
方
。

検
診
料
金

無
　
料

受
診
方
法

自
治
会
を
通
じ
て
受
診
票

を
配
布
し
ま
す
の
で
、
受
診
票
を
お
持

ち
の
う
え
、
最
寄
り
の
会
場
で
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
受
診
票
が
足
り

な
い
場
合
は
、
当
日
会
場
に
も
用
意
し

て
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
せ

福
祉
保
健
課

健
康
推
進
室
保
健
予
防
係

（

２
３
│

４
３
１
０
）

検査日 地　区検診会場

10月22日
（月）

10月29日
（月）

9：00～ 9：20
9：30～ 9：50
10：00～10：20
10：40～11：00
11：10～11：30
11：40～12：00
1：10～ 1：30
1：40～ 2：00
2：10～ 2：30
2：40～ 3：00
3：20～ 3：40

穂坂地区

若 尾 公 民 館
甘利児童センター
竜 岡 公 民 館
坂の上公民館
若尾新田公民館
祖母石公民館
韮 崎 市 役 所
旧韮崎市役所

上円井公民館
ＪＡ梨北円野支所
入戸野公民館
ＪＡ梨北清哲支所
ＪＡ梨北神山支所
金 山 神 社
旭 公 民 館
南 割 公 民 館
保健福祉センター

原 公 民 館
穂坂コミュニティーセンター
日之城公民館
南下条公民館
藤 井 公 民 館
駒 井 極 楽 寺
中 田 公 民 館
小田川公民館
重 久 公 民 館
ＪＡ梨北穴山支所
上 野 公 民 館

10月18日
（木）

時　　間

中田地区

清哲地区

大草地区

韮崎地区

検診未受診者日程

藤井地区

穴山地区

藤井地区
9：30～ 9：50
10：00～10：20
10：30～10：50
11：00～11：20
11：30～11：50
1：00～ 1：20
1：30～ 1：50
2：00～ 2：20
2：50～ 3：30
9：00～ 9：20
9：30～ 9：50
10：00～10：20
10：30～10：50
11：00～11：20
11：40～12：00
1：20～ 2：20
2：30～ 3：20

円野地区

神山地区

旭 地 区

韮崎地区

竜岡地区

第5回障害者スポーツ大会開催

今
年
、
第
５
回
を
迎
え
る
「
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
が
10
月
27
日

（
雨
天
の
場
合
11
月
10
日

）
に
韮
崎
中
央
公
園
芝
生
広
場
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
障
害
を
お
持
ち
の
方
々
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
明
る
く
た
く
ま

し
く
日
常
生
活
を
送
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

種
　
　
目

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

参
加
資
格

市
内
に
居
住
す
る
16
歳
以
上
で
障
害

を
お
持
ち
の
方

※
団
体
以
外
、
個
人
で
参
加
希
望
の
方

は
10
月
15
日

ま
で
に
左
記
ま
で
申

込
み
願
い
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
健
課

福
祉
室
障
害
者
福
祉
保
護
係

（

内
線
１
３
４
・
１
３
５
）

心心心心
身身身身
障障障障
害害害害
者者者者
年年年年
金金金金
のののの
受受受受
給給給給
申申申申
請請請請

市
で
は
、
心
身
障
害
者
の
方
に
独
自
の
制
度
と
し
て
毎
年
一
回
心
身
障

害
者
年
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
対
象
者
の
方
は
、
福
祉
保
健
課
福
祉
室

（
福
祉
事
務
所
）
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

毎
年
度
十
月
一
日
（
基
準
日
）
に
お

い
て
表
に
該
当
す
る
十
八
歳
以
上
の
者

で
、
市
内
に
住
所
を
有
す
る
在
宅
の
方

に
限
り
ま
す
。

申
請
書
類

申
請
書
・
身
体
障
害
者
手
帳
（
赤
）

療
育
手
帳
（
紺
）
・
印
鑑
（
認
印
可
）

・
通
帳
（
本
人
名
義
の
口
座
※
郵
便
局

は
不
可
）

申
請
期
間

10
月
１
日

〜
10
月
22
日

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
健
課

福
祉
室
障
害
者
福
祉
保
護
係

（

内
線
１
３
４
・
１
３
５
）

身
体
障
害
者

手
帳
（
赤
）

手
帳
の
種
類

療
育
手
帳
（
紺
）

金
　
額

四
五
〇
〇
円

二
〇
〇
〇
円

三
〇
〇
〇
円

二
〇
〇
〇
円

等
　
級

１
級
・
２
級

３
級
・
４
級

Ａ
‐
１
・

Ａ
‐
２
ａ

Ａ
‐
２
ｂ
・

Ａ
‐
３

Ｂ
‐
１
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◇　発　表　部　門　日　程　◇

11月 3 日 大ホール 11月 4 日 大ホール

《共催イベント》
フリーマーケット・手作り地元特産品販売

各種体験コーナー
11月3・4日（土・日） 10：00～16：00

市文化ホール駐車場（西側）
11月 4 日 文協茶道　エントランスホール　 9：00～

囲碁大会　藤井町北下条公民館　10：00～

■
■
■
幼
　
　
児
■
■
■

金
　
賞

横
内
　
悠
人
　
　（
西
）

銀
　
賞

澤
村
　
泰
章
　（
竜
岡
）

大
柴
美
沙
貴
　
　（
西
）

銅
　
賞

水
上
　
佳
瑛
　
　（
旭
）

羽
中
田
実
佳
　（
竜
岡
）

清
水
　
美
佑
　（
竜
岡
）

佳
　
作

五
味
　
敦
士
　（
竜
岡
）

小
田
芙
美
花
　（
藤
井
）

金
子
　
大
輝
　（
竜
岡
）

清
水
　
　
凛
　
　（
西
）

■
■
■
小
　
　
一
■
■
■

金
　
賞

石
川
　
　
穣
　（
穂
坂
）

銀
　
賞

山
本
　
和
樹
　（
北
西
）

浅
川
　
　
隼
　（
北
東
）

銅
　
賞

羽
田
理
沙
子
　（
北
西
）

遠
藤
　
志
保
　（
北
東
）

石
川
　
和
央
　（
韮
崎
）

佳
　
作

坂
本
　
紗
季
　（
韮
崎
）

秋
山
　
祐
也
　（
韮
崎
）

内
藤
　
弥
頼
　（
甘
利
）

廣
瀬
　
大
祐
　（
穂
坂
）

■
■
■
小
　
　
二
■
■
■

金
　
賞

高
橋
　
直
也
　（
北
西
）

銀
　
賞

鹿
野
　
瑞
貴
　（
韮
崎
）

久
保
田
　
剛
　（
甘
利
）

銅
　
賞

久
野
　
千
春
　（
北
東
）

内
藤
　
優
也
　（
甘
利
）

新
海
　
凪
沙
　（
韮
崎
）

佳
　
作

千
野
　
　
努
　（
甘
利
）

今
村
　
公
秋
　（
北
西
）

横
森
　
　
創
　（
穂
坂
）

松
井
　
拓
也
　（
甘
利
）

■
■
■
小
　
　
三
■
■
■

金
　
賞

戸
嶋
　
貴
大
　（
北
東
）

銀
　
賞

小
林
　
美
央
　（
韮
崎
）

雨
宮
　
渓
太
　（
北
西
）

銅
　
賞

横
森
　
あ
こ
　（
穂
坂
）

植
松
　
祥
吾
　（
北
東
）

山
形
　
　
岳
　（
北
東
）

佳
　
作

坂
本
　
　
唯
　（
甘
利
）

石
岡
　
美
希
　（
韮
崎
）

湯
舟
　
俊
英
　（
甘
利
）

深
澤
　
千
里
　（
甘
利
）

■
■
■
小
　
　
四
■
■
■

金
　
賞

白
倉
　
智
理
　（
韮
崎
）

銀
　
賞

長
坂
　
瑞
季
　（
韮
崎
）

小
澤
　
　
翔
　（
甘
利
）

銅
　
賞

横
森
　
　
奨
　（
韮
崎
）

内
藤
　
継
希
　（
甘
利
）

中
込
　
慎
吾
　（
甘
利
）

佳
　
作

花
輪
　
真
未
　（
甘
利
）

松
永
　
朋
子
　（
北
西
）

大
久
保
　
洋
　（
北
西
）

堀
内
　
崇
利
　（
甘
利
）

■
■
■
小
　
　
五
■
■
■

金
　
賞

浅
川
　
美
穂
　（
韮
崎
）

銀
　
賞

真
中
　
智
世
　（
甘
利
）

大
石
　
　
渚
　（
韮
崎
）

銅
　
賞

山
本
　
直
弥
　（
北
西
）

野
口
あ
か
ね
　（
韮
崎
）

村
井
奈
津
美
　（
甘
利
）

佳
　
作

清
水
　
香
織
　（
韮
崎
）

横
田
　
香
織
　（
北
西
）

川
崎
　
明
香
　（
甘
利
）

功
刀
　
汐
美
　（
甘
利
）

■
■
■
小
　
　
六
■
■
■

金
　
賞

中
野
　
智
之
　（
韮
崎
）

銀
　
賞

加
賀
美
明
子
　（
甘
利
）

金
子
　
祐
太
　（
北
西
）

銅
　
賞

嶋
津
　
恭
司
　（
韮
崎
）

平
賀
　
拓
磨
　（
穂
坂
）

川
村
　
修
平
　（
韮
崎
）

佳
　
作

道
村
　
一
貴
　（
甘
利
）

保
坂
　
真
美
　（
韮
崎
）

大
久
保
光
一
　（
北
西
）

浅
利
賢
次
郎
　（
北
東
）

■
■
■
中
　
　
学
■
■
■

金
　
賞

武
藤
　
美
樹
　
　（
西
）

銀
　
賞

横
森
　
千
織
　
　（
西
）

岩
下
あ
ん
り
　
　（
東
）

銅
　
賞

望
月
　
秀
樹
　
　（
西
）

中
島
　
　
章
　
　（
西
）

板
山
　
杏
子
　
　（
東
）

佳
　
作

岡
田
　
一
真
　
　（
東
）

宮
田
　
直
子
　
　（
西
）

坂
本
　
竜
也
　
　（
西
）

篠
原
　
大
地
　
　（
西
）

■
■
■
幼
　
　
児
■
■
■

金
　
賞

保
坂
　
美
歩
　（
竜
岡
）

銀
　
賞

中
島
　
瑛
介
　（
竜
岡
）

浅
川
　
晴
馨
　（
竜
岡
）

銅
　
賞

太
田
　
怜
那
　
　（
西
）

大
輪
さ
く
ら
　（
中
田
）

秋
山
　
ま
な
　（
竜
岡
）

佳
　
作

村
上
　
昭
大
　（
中
田
）

長
田
　
悠
暉
　（
愛
生
）

池
上
　
侑
花
　（
愛
生
）

功
刀
　
英
登
　
　（
旭
）

■
■
■
小
　
　
一
■
■
■

金
　
賞

石
井
　
啓
太
　（
甘
利
）

銀
　
賞

安
部
　
真
子
　（
韮
崎
）

三
井
　
友
美
　（
北
東
）

銅
　
賞

田
中
　
宏
幸
　（
甘
利
）

小
澤
み
の
り
　（
北
東
）

加
々
美
安
里
沙（
北
東
）

佳
　
作

中
山
　
美
咲
　（
北
東
）

細
田
　
　
萌
　（
韮
崎
）

野
沢
　
佳
那
　（
甘
利
）

小
泉
　
奈
央
　（
北
東
）

■
■
■
小
　
　
二
■
■
■

金
　
賞

今
福
　
眞
由
　（
北
東
）

銀
　
賞

久
保
寺
麻
衣
　（
韮
崎
）

中
村
　
瑞
貴
　（
韮
崎
）

銅
　
賞

名
取
さ
や
か
　（
韮
崎
）

斉
藤
　
　
薫
　（
韮
崎
）

金
澤
　
祐
輝
　（
甘
利
）

佳
　
作

廣
瀬
は
づ
紀
　（
穂
坂
）

小
澤
　
達
貴
　（
北
西
）

福
田
　
千
尋
　（
甘
利
）

村
松
　
美
貴
　（
甘
利
）

■
■
■
小
　
　
三
■
■
■

金
　
賞

小
澤
　
孝
良
　（
北
西
）

銀
　
賞

大
輪
　
桃
子
　（
北
東
）

横
内
　
祐
香
　（
甘
利
）

銅
　
賞

土
橋
　
芽
衣
　（
甘
利
）

山
本
　
優
作
　（
甘
利
）

内
藤
　
佳
祐
　（
北
東
）

佳
　
作

横
森
　
洸
太
　（
穂
坂
）

戸
島
　
　
茜
　（
北
東
）

深
澤
　
清
拓
　（
韮
崎
）

千
野
　
美
華
　（
甘
利
）

■
■
■
小
　
　
四
■
■
■

金
　
賞

石
倉
　
　
歩
　（
甘
利
）

銀
　
賞

岩
下
　
和
輝
　（
北
東
）

増
田
　
和
実
　（
甘
利
）

銅
　
賞

相
山
　
幸
寛
　（
穂
坂
）

小
杉
　
優
斗
　（
甘
利
）

山
田
　
智
恵
　（
北
東
）

佳
　
作

横
森
　
由
佳
　（
穂
坂
）

小
澤
　
詳
子
　（
北
西
）

藤
原
　
　
萌
　（
北
東
）

太
田
　
有
紀
　（
北
西
）

■
■
■
小
　
　
五
■
■
■

金
　
賞

大
輪
奈
津
美
　（
北
東
）

銀
　
賞

藤
原
　
　
未
　（
北
西
）

中
田
雄
仁
郎
　（
甘
利
）

銅
　
賞

大
柴
　
正
也
　（
北
東
）

飯
塚
　
勇
介
　（
北
東
）

岡
島
　
由
美
　（
韮
崎
）

佳
　
作

長
田
　
敦
希
　（
穂
坂
）

土
橋
　
梨
沙
　（
甘
利
）

漆
原
　
成
美
　（
甘
利
）

伊
藤
　
綾
那
　（
北
西
）

■
■
■
小
　
　
六
■
■
■

金
　
賞

横
森
　
貴
之
　（
北
東
）

銀
　
賞

土
橋
　
菜
央
　（
甘
利
）

伊
藤
　
　
彩
　（
北
東
）

銅
　
賞

藤
原
　
　
光
　（
甘
利
）

大
澤
　
勇
太
　（
韮
崎
）

廣
瀬
　
　
理
　（
北
西
）

佳
　
作

保
坂
　
勇
太
　（
穂
坂
）

山
内
　
咲
季
　（
韮
崎
）

岡
　
孝
一
郎
　（
北
東
）

窪
田
　
拓
也
　（
北
東
）

■
■
■
中
　
　
一
■
■
■

金
　
賞

小
澤
ひ
か
る
　
　（
西
）

銀
　
賞

市
瀬
　
　
怜
　
　（
東
）

漆
原
　
大
介
　
　（
西
）

銅
　
賞

藤
嶋
　
咲
江
　
　（
西
）

内
藤
さ
つ
き
　
　（
西
）

伊
藤
　
詩
織
　
　（
西
）

佳
　
作

野
口
　
智
美
　
　（
西
）

伊
藤
舞
依
子
　
　（
西
）

横
森
　
　
俊
　
　（
東
）

向
山
　
優
子
　
　（
東
）

■
■
■
中
　
　
二
■
■
■

金
　
賞

向
山
　
良
祐
　
　（
東
）

銀
　
賞

藤
嶋
江
利
子
　
　（
西
）

伊
藤
　
佳
菜
　
　（
東
）

銅
　
賞

小
澤
　
諒
子
　
　（
西
）

土
橋
　
浩
章
　
　（
西
）

松
崎
　
　
萌
　
　（
東
）

佳
　
作

内
藤
　
　
純
　
　（
西
）

内
藤
　
沙
紀
　
　（
東
）

舘
岡
　
美
香
　
　（
東
）

丸
山
　
花
菜
　
　（
東
）

■
■
■
中
　
　
三
■
■
■

金
　
賞

齊
藤
　
恵
子
　
　（
西
）

銀
　
賞

神
原
　
美
穂
　
　（
西
）

加
賀
爪
佑
紀
　
　（
西
）

銅
　
賞

野
田
　
香
織
　
　（
西
）

猪
股
　
　
剛
　
　（
東
）

小
澤
亜
沙
美
　
　（
西
）

佳
　
作

宮
川
　
真
聡
　
　（
東
）

功
刀
　
奈
美
　
　（
西
）

阿
部
　
洋
介
　
　（
西
）

中
田
敬
太
郎
　
　（
西
）

美
　
術

書
道（
毛
筆
）

■
■
■
小
　
　
一
■
■
■

金
　
賞

野
澤
　
幸
江
　（
甘
利
）

銀
　
賞

石
井
　
啓
太
　（
甘
利
）

坂
本
　
実
梨
　（
北
東
）

銅
　
賞

阿
部
　
里
美
　（
韮
崎
）

功
刀
　
紀
樹
　（
北
西
）

秋
山
　
幸
菜
　（
甘
利
）

佳
　
作

横
森
　
鈴
子
　（
北
東
）

坂
本
　
唯
真
　（
韮
崎
）

秋
山
　
静
佳
　（
北
西
）

平
賀
　
　
萌
　（
穂
坂
）

■
■
■
小
　
　
二
■
■
■

金
　
賞

斉
藤
　
　
薫
　（
韮
崎
）

銀
　
賞

中
村
　
瑞
貴
　（
韮
崎
）

八
巻
　
亜
未
　（
甘
利
）

銅
　
賞

細
川
美
羽
子
　（
甘
利
）

河
住
侑
里
奈
　（
北
東
）

名
取
さ
や
か
　（
韮
崎
）

佳
　
作

表
　
　
咲
良
　（
甘
利
）

小
澤
佳
菜
恵
　（
北
西
）

望
月
　
脩
平
　（
穂
坂
）

小
澤
　
詩
織
　（
北
西
）

書
道（
硬
筆
）

文
　
化
　
祭
　
　
入
　
選
　
者

9：00～ 9：30
（オープニングセレモニー）
9：30～12：00
12：30～13：10
13：10～13：20
13：20～13：45
13：55～14：30
14：30～14：50
14：50～15：05
15：05～15：20

開 会 式
四 ツ 打 ち
公民館発表
民 謡
市民合唱団
邦 楽
大 正 琴
ラウンドダンス
社交ダンス
フォークダンス

表 彰 式
保 育 園
西中合唱・吹奏楽
東中吹奏楽市
民 吹 奏 楽
韮崎高校箏曲
舞 踊
詩 吟
閉 会 式

9：00～10：00
10：00～10：30
10：30～11：05
11：05～11：30
11：30～11：50
11：50～12：15
12：45～　　　　

～16：15
16：15～

第46回武田の里韮崎市文化祭が、11月１～４
日、22～25日の期間に、韮崎市文化ホールで開
催されます。
秋の一日を作品鑑賞や発表会への参加で楽し

く過ごしましょう。
＜展示部門＞
11月 1 日（木）午後 5 時～午後 6 時30分

2 日（金）午前 9 時～午後 6 時30分
3 ・ 4 日（土・日）午前 9 時～午後 5 時
展示室　文協書道展・文協美術展
会議室　文協読書感想文展・文協文芸展

文協陶芸展・老壮大学作品展
盆栽展

エントランスホール 文協華道展・文協写真展
ホワイエ　　幼児・小中学生作品展

11月22 日（木）午後 5 時～午後 6 時30分
23 日（金）午前 9 時～午後 6 時30分
24・25日（土・日）午前 9 時～午後 5 時

展示室・会議室　中央公民館各作品展
公民館（一般）作品展
婦人大学作品展
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採用予定人員試験区分試験職種

韮韮韮韮崎崎崎崎市市市市職職職職員員員員をををを募募募募集集集集ししししまままますすすす
採用職種等 医療職（中級） 5  名
試 験 日 時 一次試験： 11月 4 日 午前 8 ：30～
試 験 内 容 医療職〔教養試験・適性検査（Ⅰ）・作文〕
試 験 会 場 韮崎市役所
受験資格・採用人員 下表をご覧ください。
受験申込等 総務室職員係で必要書類を配付します。
申込受付期間 10月 1 日 ～10月15日

午前 8 ：30～午後 5 ：15（土・日曜／祝日は除きます）
●問い合わせ 総務課総務室職員係（ 内線317）

必　要　書　類
①採用試験申込書
②戸籍抄本
③住民票謄本（省略なしのもの）
④最終学校卒業証明書（卒業証書写し）
又は卒業見込証明書　

⑤免許・資格証明書

理　学
療法士

看護婦

（士）

不問

地方公務員法

第16条に該当

しない者

性別 年齢要件 学歴・資格等要件 住所要件 その他の要件

2 名
理学療法士免許を
有する者（見込を
含む）

S36. 4. 2
以降生れ

平成12年7月1日以降引き続
き県内に住所を有する者
（修学のため県内に在住しな
いが、卒業後県内に住所を
有する者及び就職のため県
内に在住しないが、採用後
再び県内に住所を有する者
を含む）

中　級

3 名
看護婦（士） 免許
を有する者（見込
を含む）

※第二次試験については、第一次試験合格者に通知します。

市
民
ま
つ
り
「
武
田
勝

頼
公
新
府
入
城
祭
り
」
を

本
年
は
、
10
月
７
日

に

実
施
し
ま
す
。

本
陣
・
各
陣
屋
を
本
町

通
り
・
駅
前
中
央
通
り
沿

い
に
配
置
し
、
中
心
市
街

地
の
活
性
化
を
加
味
し
た

中
で
「
新
府
城
」、「
武
田

勝
頼
公
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を

あ
て
た
市
民
総
参
加
型
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

本
年
も
開
催
し
ま
す
。
当

日
は
、
本
町
通
り
と
駅
前

中
央
通
り
が
歩
行
者
天
国

日　　　時 10月 7 日 11：00～16：00
会　　　場 本町通り・駅前中央通り
パ レ ー ド 市内小学校他各種団体・時代絵巻行列外

ハーレーダビッドソンパレード
歩行者天国 各商店会・各種団体出店・フリーマーケット等
本　　　陣 武田勝頼公軍団入（出）陣式

スタンプラリー・お楽しみ大抽選会等
陣　　　屋 武田氏関係都市交流広場・太鼓披露等

楽市楽座（時代風屋台）
●問い合わせ 産業経済課商工観光室観光係（ 内線243）

と
な
り
、
戦
国
時
代
風
に
見

立
て
、
市
民
パ
レ
ー
ド
や
時

代
絵
巻
行
列
、
ま
た
、
本
陣

を
始
め
、
各
陣
屋
（
４
ケ
所
）

で
は
、
武
田
家
と
初
縁
の
あ

る
都
市
と
の
交
流
、
昨
年
大

好
評
だ
っ
た
「
武
田
の
里
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」、
そ
の
他

各
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
多
数

実
施
し
ま
す
。
ご
家
族
、
お

友
達
お
そ
ろ
い
で
歴
史
と
浪

漫
に
彩
ら
れ
た
私
た
ち
の
ふ

る
さ
と
「
武
田
の
里
」
を
一

日
満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

S41. 4. 2

以降生れ

要件なし



お
考
え
を
参
考
に
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
無
作
為
に
抽
出
し
た
方
々
に
調

査
票
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

韮
崎
市
の
よ
り
良
い
環
境
づ
く
り
の

た
め
の
貴
重
な
資
料
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
環
境
室
環
境
保
全
係

（

内
線
１
２
２
）

韮韮
崎崎
市市
民民
ゴゴ
ルル
フフ
まま
つつ
りり
開開
催催

－10－

平
成
13
年
10
月
か
ら

高
齢
者
の
本
来
額
の
保
険
料
納
付
が
始
ま
り
ま

今
日
の
環
境
問
題
は
、
私
た
ち
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
経
済
活
動
に
よ
っ

て
、
ゴ
ミ
問
題
や
水
質
汚
濁
な
ど
の
身

近
な
問
題
か
ら
地
球
温
暖
化
、
オ
ゾ
ン

層
の
破
壊
と
い
っ
た
地
球
的
規
模
で
の

問
題
に
至
る
ま
で
広
範
囲
に
わ
た
り
か

つ
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
豊
か
で
か

け
が
え
の
な
い
韮
崎
市
の
自
然
環
境
を

守
る
と
と
も
に
、
快
適
で
暮
ら
し
や
す

い
生
活
環
境
を
創
造
し
、
そ
の
価
値
を

高
め
、
健
全
で
良
好
な
状
態
で
将
来
の

世
代
に
継
承
し
て
行
く
こ
と
は
こ
の
時

代
に
生
き
る
私
た
ち
の
責
務
と
考
え
ま

す
。
こ
の
た
め
韮
崎
市
で
は
、
豊
か
な

自
然
環
境
と
心
地
よ
く
暮
ら
し
が
保
た

れ
た
社
会
、
す
な
わ
ち
「
持
続
可
能
な

社
会
」
の
構
築
に
向
け
、
21
世
紀
初
頭

に
お
け
る
環
境
施
策
の
基
本
的
な
方
向

と
取
り
組
み
の
枠
組
み
と
な
る
「
環
境

基
本
計
画
」
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

今
後
、
策
定
の
段
階
に
お
い
て
、
市

民
の
方
々
と
協
働
し
進
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

ご
協
力
願
い
ま
す

環
境
基
本
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、

市
民
や
事
業
所
の
み
な
さ
ん
が
韮
崎
市

の
環
境
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
の

か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
欲
し

い
と
思
っ
て
い
る
か
な
ど
、
皆
さ
ん
の

美
し
い
自
然
と
共
生
す
る
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

「
韮
崎
市
環
境
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
す

ス
費
用
の
約
６
分
の
１
を
、
65
歳
以
上

の
み
な
さ
ん
で
ご
負
担
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
他
は
、
国
・
県
・
市
・
40
歳
か

ら
64
歳
ま
で
の
第
２
号
被
保
険
者
が
負

担
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
保
険
料
の
額

は
、
上
記
表
の
よ
う
に
所
得
に
応
じ
て

５
段
階
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
災
害
等

に
よ
る
財
産
の
著
し
い
損
害
な
ど
保
険

料
を
納
め
る
の
に
困
難
な
場
合
や
市
長

が
特
に
認
め
た
場
合
は
、
保
険
料
の
徴

収
猶
予
・
減
免
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

も
し
、
保
険
料
を
納
め
な
い
で
い
る

と
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
を
全
額
自
分
で

事
業
者
に
払
い
、
後
か
ら
申
請
し
て
払

い
戻
し
を
受
け
た
り
、
給
付
の
差
し
止

め
等
が
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
納

め
忘
れ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

問
い
合
わ
せ

福
祉
室
介
護
保
険
係

（

内
線
１
３
６
・
１
３
７
）

6565歳以上の方の介護保険料のご案内歳以上の方の介護保険料のご案内
65
歳
以
上
の
方
に
つ
い
て

は
、
介
護
保
険
法
の
円
滑
な

施
工
の
た
め
の
特
別
対
策
と

し
て
、

●
平
成
12
年
４
月
か
ら
９
月

ま
で
の
半
年
間
は
、
保
険
料

を
納
め
な
く
て
も
よ
い
こ
と

●
平
成
12
年
10
月
か
ら
平
成

【平成12年度～14年度の65歳以上の方の保険料の額】

←

本
来
の
介
護
保
険
料
の
額→

平平成成1133年年1100月月～～
本本来来のの保保険険料料のの全全額額をを
納納めめてていいたただだききまますす。。平成12年4月～9月

保険料の徴収は
ありませんでした

保保険険料料がが軽軽減減さされれたた分分はは国国がが負負担担ししまますす

平成12年10月～平成13年9月
本来の保険料の
半額を納めていただきました

平成15年度分
より介護保険料
が見直されます。

平成14年度平成13年度平成12年度

平成12年4月 平成12年10月 平成13年4月 平平成成1133年年1100月月 平成14年4月 平成15年4月
▲▲ ▲▲▲ ▲

【所得に応じた保険料の額】※具体的な保険料の額は年額です

平成13年度

平成14年度以降

生活保護の受
給者、老齢福
祉年金受給者
(市民税世帯非課税)

1段階
基準額×0.5
11,100円
14,800円

世帯全員が
市民税非課税

2段階
基準額×0.75
16,600円
22,200円

本人が
市民税非課税

3段階
基準額×1.0
22,200円
29,600円

本人が市民税
課税で合計所
得金額250万
円未満
4段階

基準額×1.25
27,700円
37,000円

本人が市民税
課税で合計所
得金額250万
円未満
5段階

基準額×1.5
33,300円
44,400円

軽減される方 基準額を支払う方 割り増しの保険料を払う方

今
年
も
甲
斐
芙
蓉
Ｃ
・
Ｃ
の
市
民
へ
の

サ
ー
ビ
ス
事
業
と
し
て
、
次
の
と
お
り
実

施
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
お
誘
い
の

う
え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

主
催

韮
崎
市
ゴ
ル
フ
連
盟

日
時

11
月
６
日

・
ス
タ
ー
ト
30
分

前
に
集
合
（
後
日
連
絡
）

会
場

甲
斐
芙
蓉
Ｃ
・
Ｃ

２
３
―

０
２
２
２

※
但
し
、
先
着
で
二
〇
台
乗
用
カ
ー
ト

の
使
用
が
で
き
ま
す
。料
金
一
台
一
、

〇
〇
〇
円
で
す
。

申
込
み
期
限

10
月
25
日

先
着
百
四
十
名
で
締
切
り

プ
レ
ー
費

一
四
、
〇
〇
〇
円

（
食
事
代
・
パ
ー
テ
ィ
ー
代
込
み
）

参
加
料

三
、
〇
〇
〇
円

（
当
日
受
付
で
徴
収
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

市
ゴ
ル
フ
連
盟
事
務
局

仲
田
育
成
事
業
財
団
内

２
２
―

５
１
３
５
（
功
刀
）

ゴ
ル
フ
シ
ョ
ッ
プ
シ
ロ
タ

２
２
―

３
０
２
４
（
代
田
）

13
年
９
月
ま
で
の
１
年
間
は
、
本
来
の

保
険
料
の
半
額
を
納
め
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
13
年
10

月
か
ら
は
本
来
の
保
険
料
の
額
を
納
め

て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

保
険
料
は
、
韮
崎
市
の
介
護
サ
ー
ビ

介
護
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
居

住
空
間
を
つ
く
る
た
め
、「
高
齢
者
の

居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
」
が

今
年
４
月
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

次
の
３
つ
の
柱
で
進
め
ら
れ
ま
す
。

①
高
齢
者
の
入
居
を
拒
ま
な
い
賃
貸
住

宅
登
録
制
度

②
高
齢
者
の
入
居
に
適
し
た
賃
貸
住
宅

の
供
給

③
高
齢
者
を
対
象
と
す
る
終
身
建
物
賃

貸
借
制
度

詳
し
く
は
、

山
梨
県
土
木
部
住
宅
課
計
画
担
当

０
５
５
│

２
２
３
│

１
７
３
１

お
年
寄
り
の
住
ま
い
の

不
安
を
な
く
し
ま
す



新府城の北、穴山駅の近くにある能見城。この能見城、
どちらかといえば敵の攻撃を阻止する壁のようなもの
で、防塁の跡といえます。戦国時代、新府城を守るため
に作られた能見城を歩いてみませんか？（午後からは新
府城へ）
日　　時 10月27日 午前 9 時
集合場所 穴山デイサービスセンター　駐車場
持 ち 物 飲み物・帽子・タオル（新府城見学者は昼食）
申込締切 10月24日
申込み先 韮崎市中央公民館　 22-1121
※当日はハイキングに出かけるような格好でお集りくだ
さい。

－11－

一般書
◆「中陰の花」 玄侑宗久　著
「人は死んだらどうなんの？」「知らん。死んだこと

ない」中陰とは、この世とあの世の中間。現役僧侶が生
と死の間を見つめて、第125回芥川賞を受賞した「中陰
の花」ほか１編を収録。
◆「箸墓幻想」 内田康夫　著
奈良・箸墓古墳の謎を追求していた考古学研究所の元

所長が殺される。真相を追う浅見光彦を待ち受けていた
のは、歴史を超えた、女たちの冥い情念だった…。戦慄
の展開、驚天動地の結末。『毎日新聞』日曜版連載を単
行本化したもの。
◆「いのちの決断」 毎日新聞社会部　　著
その時、あなたならどうしますか？遺伝子治療、臓器

移植、クローン技術、代理母、告知、末期医療、安楽
死・尊厳死…。最先端医療に直面した患者とその家族の
決断を追い、いのちの意味に迫るノンフィクション。

児童書
◆「あくまくん」ハイケ・ホールバイン

ヴォルフガング・ホールバイン作
悪魔としてはできそこないの「あくまくん」は僕のと

もだち。悪事を働かないと地獄に追い出されてしまうの
に、やること全てが良い結果となり境地に立たされたあ
くまくんは…。
◆「モモ、いったいどうしたの？」 ナジャ作
モモは不機嫌です。笑いもせず、一言も口をききませ

ん。いつもしっぽで「やだね」の合図、女の子に嫌がら
せをして、ピラニアをおどし、ピンクフラミンゴにけり
を入れ、お母さんに感じの悪い返事をします。どうした
の、モモ？

図書館流通センター「週刊新刊全点案内」1239号より

～ そ の 他 多 数 入 荷 し ま し た の で ご 利 用 く だ さ い ～

～本や雑誌の青空リサイクル市～
あなたのお持ちの本や雑誌をリサイクルしてみませんか
日　　時 10月 7 日 午前11：00～ 4 ：00
場　　所 韮崎市本町通り（歩行者天国内）
今回は「武田勝頼公新府入城祭り」に参加開催します。
当日、古本を会場までお持ち下さい。（持ち込む本

がなくても大歓迎です。）お誘い合わせておいで下さい。
詳しくは、図書館まで。

うさ子おばさんのおはなしの世界
―スライドによるおはなしー

深まりゆく秋のひととき、三嶋身耶子さんをおまね
きして、スライドや音楽にのせて楽しいおはなしをお
楽しみください。
日　　時 10月20日 ごご 1 時半から 3 時
場　　所 市民会館　 5 階　大ホール
内　　容 「ブルッキーの羊」「きょうはなんのひ」

「こぶたのマーチ」ほか、いろいろ。
入場無料 おおぜいのお友達をお待ちしています！

対象者は、明記がない限り 0 ～ 6 歳の幼児とその保護者

子子育育てて支支援援セセンンタターーににいいららししゃゃいいまませせんんかか！！子子育育てて支支援援セセンンタターーににいいららししゃゃいいまませせんんかか！！
後期も自然に触れたり、盛りたくさんの楽しい内容で

皆様のご来園を心よりお待ちしています｡
＊子育てトーク
10月 3 日 ・11月 7 日 AM10：30～12：00

＊秋の遠足を一緒に楽しもう！（ドングリ拾い）
10月 5 日 AM10：00 出発
（おやつ、飲み物、お弁当をご持参ください。）

＊子育て講習会　「作って遊ぼう」
10月17日 AM10：00～　藤井保育園遊戯室
講師　子ども文化研究所員　安東通夫先生

＊子育て講座　「歯の健康について」
10月24日 AM10：30～　子育て支援センター室
講師　堀内歯科医院　歯科衛生士

＊誕生会に参加しましょう。
10月25日 AM10：00～10：40

問い合わせ 韮崎地域子育て支援センター
（藤井保育園内） 23-7676（FAX兼）

能見城と新府城へたんけんに能見城と新府城へたんけんにLet's  go

★お話し会 10月27日 午後 2 ：00～

★今月のお休み　1・8・15・22・29・31日
市立図書館（市民会館内） 22-1121

★朗読の集い 10月 6 日 午後 1 ：30～

●●北北東東児児童童セセンンタターー　　　　　　 23-5550
◆パソコン教室（小学生） 講師　畑野長治先生

10月10日 午後 2 ：30～ 4 ：30
◆子育て広場　交通安全教室　

10月12日 午前10：30～11：30
講師　韮崎市交通指導員

◆子育て支援事業
手づくりおもちゃ講習会（ポラン）
10月18日 午前10：30～11：30

◆パネルシアターを楽しもう
10月25日 午前10：30～11：30
内容「 3 びきのこぶた」他

◆作って遊ぼう　おもちゃ作り
10月30日 午前10：30～11：30

●●甘甘利利児児童童セセンンタターー　　　　　　 23-1535
◆エプロンシアター・パネルシアターを楽しもう

10月 2 日 午前10：30～11：30
内容　「赤ずきん」他

◆パソコン教室（小学生） 講師　畑野長治先生
10月 9 日 午後 2：00～ 4：00

◆作って遊ぼう　おもちゃ作り
10月16日 午前10：30～11：30

◆パソコン教室（大人） 講師　畑野長治先生
10月24日 午前10：30～11：30
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8 月30日、韮崎市内の建設
関係業者で組織する韮崎市建
設安全協議会では、毎年の恒
例として社会奉仕活動を行な
っています。
今年は、各小中学校に出向

き、校内のガラスサッシの不
具合を調整したり、砂場の入
れ替え、樹木の剪定など学校
内の整備を普段の職業を生か
してテキパキとこなしていま
した。奉仕活動の一環として
行なわれた事業に対して学校
側も普段人力でできない作業
なので非常に喜んでいました。

かわいい笑顔を
みんなに送ってね
ひ ま り　さん
一帆（かずほ）くん
（平成 12 年 6 月 20 日生）
大草町上条東割1203-13
谷治宏一・好美さん

韮崎市建設安全協議会が奉仕活動を実施

韮崎東中学校サッカー部　県総体 優 勝！

7 月に行なわれた県中学校
総合体育大会で、韮崎東中学
校は12年ぶりに優勝し、 8 月
に行なわれた関東大会に出場
しました。
惜しくも１回戦で敗れまし

たが大健闘でした。
東中学校　飯野先生より

9月1日韮崎市総合防災訓練が行なわれました
9 月 1 日防災の日、東海地

域に大規模地震が発生したと

の想定のもと、「韮崎市総合

防災訓練」が甘利小学校をメ

イン会場に行なわれました。

小学校の児童や地元区民の

消火訓練を始め各企業や団体

の災害復旧訓練は、本番さな

がらに行なわれ、非常時に素

早く対応できるようにと真剣

そのものでした。

関東大会出場！！

北東小学校では階段を作ってもらいました。

このコーナーに
写真・情報を
お寄せください
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8 月22日、本町一丁目に住む岩下千代さんが満100歳
の誕生日を迎えられ、市から100歳祝金として100万円が
贈呈されました。
岩下さんは、普段室内で過ごし、外出することはほと
んどないとのこと。最近では、介護ヘルパーの方が毎日
看護に来てくれているそうです。
好きな食べ物は、葡萄や果物類で食事は毎日かかさず
３回食べることが健康維持の秘けつだそうです。

100歳祝金として100万円が贈呈されました

武田の里 親子ふれあいまつりで、かかしまつり参加
8 月19日（日）韮崎中央公園で、

「武田の里親子ふれあいまつり」が開
催されました。
最近少なくなった親子のコミュニケ

ーションの場として、今年も「平成か
かしカーニバル」に出品するかかしの
制作を親子で行ない、多くの力作が出
来上がりました。
8 月26日から行なわれた「平成かか

しカーニバル」では、ふれあいまつり
で作成された中田育成会の作品が「か
かし大賞」を受賞するなど、地域との
ふれあいも満喫できました。

9月17日北西児童センター起工式が行なわれました

9 月17日北西小学校の隣で北西児童センターの起工式が行なわれまし

た。この児童センターは、北東・甘利についで市内３館目のセンターとな

り、北西小学校学区の児童・生徒の厚生施設となるものです。くわ入れの儀

完成予想図
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ゴミの減量化にご協力をお願いします！　

韮崎市ホームページアドレス　http://www.city.nirasaki.yamanashi.jp/

不当要求防止責任者講習

行政相談週間中の行事として、山梨行政評価事務所主
催の一日合同行政相談所が開催されます。当日は、行政
に関する相談に限らず、県内の各機関が参加して幅広く
相談を行いますので、この機会にご利用ください。
1 ．日時　平成13年10月18日

AM10：30～PM 3 ：30
2 ．場所　岡島百貨店（甲府市） 8 階　ゴールドルーム
＊相談は無料です。秘密は厳守します。
なお、韮崎市では、行政相談員による行政相談を、毎
月第 1 ・ 2 ・ 3 月曜日の午後 1 時から 3 時まで、市役所
一階会議室において行っています。行政相談員はあなた
の身近な相談相手です。行政に関して困ったことや知り
たいことなど、どんなことでもけっこうですので、ぜひ
ご利用ください。
〇問い合わせ
山梨行政評価事務所行政相談課　 055-252-1496
韮崎市役所企画財政課企画財政室企画係（ 内線322）

年年年年 金金金金 かかかか らららら のののの おおおお 知知知知 らららら せせせせ
60歳になられる方へ
年金は、受給開始年齢になれば黙っていてももらえるとい

うものではありません。必要書類をそろえて、市役所や社会
保険事務所などに請求しなくてはなりません。
年金を受けるためには、国民年金保険料の納付期間・免除

期間・第 3 号被保険者期間・厚生年金及び共済組合の加入期
間・合算対象期間を合計して25年以上の期間が必要となりま
す。
＜年金の請求先＞

一日合同行政相談所のお知らせ一日合同行政相談所のお知らせ

計画外流通米の届出について計画外流通米の届出について
自主流通米・政府米以外の米を出荷・販売する場合に
は届出が必要です。
この届出は、米穀の全体的な流通量を把握し、需要と
供給のバランスや価格の安定を図るために大変重要で
す。出荷・販売される方は届出書を提出して下さい。内
容は以下のとおりです。またこの用紙は、食糧事務所、
市町村、ＪＡで扱っていますのでご相談下さい。
☆ 産地・品種・年産を表示するためには、農産物検査
による証明が必要です。
13年 4 月 1 日からスタートしたＪＡＳ法では、販売す
るお米にはすべて表示が義務づけられ、生産者の皆さん
が直接販売する計画外流通米であっても、産地・品種・
年産を表示する場合には農産物検査による証明が必要で
す。
○証明を受けた米の表示例（山梨県産の場合）

○検査希望の方は、食糧事務所までお問い合わせ下さい。
検査手数料は、 1 袋／25円です。
○検査を受ける場合は、計画外流通米の届出書が必要に
なります。
届出書は、食糧事務所へ直接提出して下さい。なお郵
送・ＦＡＸでも受け付けております。
●問い合わせ
東京食糧事務所韮崎支所 韮崎市若宮 1 － 2 －21

0551-22-7101    Fax0551-22-7147

あなたの事業所（企業）が、暴力団から不当な要求を
されたら、どうしますか？
その場合の心構えや具体的対応要領を習得していただ
くため、それぞれの事業所から選任の届出がなされた責
任者に対して、講習会を行なっております。
受講された方には、山梨県公安委員会から「受講修了
書」が交付されます。講習は無料です。
「責任者選任届」は、韮崎警察署刑事生活安全課捜査
係に備えてあります。
責任者の選任及び講習の詳しいことは、
韮崎警察署刑事生活安全課 22-0110（内線332～334）

国民年金（第1・3号）のみの加入者
厚生年金のみの加入者

単一共済組合のみの加入者
最後に加入していた年金制度が
国民年金（厚生年金＋国民年金）
最後に加入していた

年金制度が厚生年金
（厚生年金のみ）
（国民年金＋厚生年金）
最後に加入していた

年金制度が共済組合
（国民年金＋厚生年金＋共済組合）
(国民年金＋共済組合）

市役所
最後に勤務した会社を管
轄する社会保険事務所
共済組合
住所地を管轄する社会保
険事務所

最後に勤務した会社を管
轄する社会保険事務所

共済組合と住所地を管轄
する社会保険事務所

老齢基礎年金の受給開始年齢は原則として65歳です。
希望すれば60歳から64歳の間でも繰り上げて（減額されます）
受けられます。
年金の請求に必要な書類
戸籍謄本・住民票謄本・認印・本人名義の金融機関の通

帳、ほか個々によって必要な書類もあります。
●問い合わせ　
市民生活課市民室国民年金係（ 内線１１４・１１５）

原料

玄米

使用割合

100％

年産

13

品種

コシヒカリ

産地

山梨

－10月15日 ～21日 は行政相談週間です－

山梨県最低賃金は、平成13年10月 1 日から
1 日　５,１６６円
1 時間　　６４７円（時間給労働者）

に改定されます。
詳しくは山梨県労働局労働基準部賃金室へ

（ 055-252-4856）

山梨県最低賃金が改定されます

「青年海外協力隊」募集
青年海外協力隊は開発途上国の国 造りに協力する国

の海外ボランティアの事業です。
応募期間 10月15日から11月20日まで
応募資格 満20歳から満39歳までの日本国籍を持つ方
派遣期間 原則２年間
募集説明会 10月20日（土）午後６時30分より

県国際交流センターにて
募集要項請求方法 住所、氏名を明記し切手390円を同

封のうえ御請求ください。
その際封筒表に「協力隊要項希望」
と朱書きしてください。

問い合わせ 国際協力事業団　八王子国際研修センター
〒192-0043 八王子暁町 2 －31－ 2 
0426-26-5413
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項　目 実　施　日 実施時間 会　場 相　談　内　容

心 配 ご と
相 談

毎週月曜日
AM10：00～

PM 3 ：00
市 役 所

生活・身の上等の日常生活の悩み
に関する相談

子 ど も の
相 談

毎週木曜日
AM10：00～

PM 3 ：00
市 民 会 館

子どもの教育など子育てに関する
悩みの相談

結 婚 相 談 毎週日・水・金曜日
AM 9 ：00～

PM 4 ：00

結婚相談所
（市民会館３階）
各地区相談所

結婚相手の紹介や相談に応じ、幸
せな家庭が築けるよう協力します

無 料 法 律
相 談

1 0 月 2 5 日
要予約 3 2 2

AM 9 ：30～
PM 4 ：00

市 役 所
法律的な相談であればどんな内容でも
可（実施日２日前までに予約を）

行 政 相 談 毎月第１～３月曜日
PM 1 ：00～

PM 3 ：00
市 役 所

国や県、市の行政などについての
相談

いじめなど
の教育相談

毎週月・火・水曜日
AM 9 ：30～

PM 4 ：00
市 民 会 館

いじめ問題に関する学校教育カウ
ンセリング

●９月の医療費 ●

市が９月に病院などに支払った
医療費をお知らせします。

国民健康保険　 92,993,677円
（前月比 6.58％減）

＊ 1 人当り　 11,855円
老人保健 219,730,583円

（前月比　1.60％減）
＊ 1 人当り　 48,123円

健康に気をつければみんなの負
担（保険税）が軽くなります。医
療費の節約に、ご協力ください。

そうだん

各種税金の支払いは、便利な口座振替で！　詳しくは税務課まで（内線106）

母 親 学 級

1日～15日生
PM1：00
～1：20

16日～31日生
PM1：30
～1：50

※持ち物（健　　診）母子健康手帳・バスタオル・保険証・印鑑
（教　　室）各種健康手帳・筆記用具・教室に応じて体操のできる服装
（相　　談）各種健康手帳
（予防接種）母子健康手帳・問診票

健　診 対　象 健診日 受付時間 会　場

受付時間 会　場

機 能 訓 練 教 室

予防接種

相　談
母子健康手帳交付
一 般 健 康 相 談

PM1：30
～4：00

10月の健康カレンダー

AM9：30
～

PM4：00

保健福祉
センター

（市立病院北）

PM1：30

保健福祉
センター

（市立病院北）

実　　施　　日
1日 初産婦：母乳について
22日 初産婦：栄養について

1・3・5・10・12・15・17・
19・22・24・26・29・31日

保健福祉
センター

（市立病院北）育 児 相 談

離 乳 食 教 室 15日 対象：H13年５月生
毎週月・金曜日

29日

4 カ 月 児

7 カ 月 児

1 1 カ 月 児

1 歳 6 カ 月 児

3 歳 児

2 歳 児 歯科健診

H13年 6月生

H13年 3月生

H12年11月生

H12年 3月生

H10年 9月生

H11年 9月生

16日

17日

18日

9日

11日

10日

実　施　日 受付時間 会　場教　室

時　間 会　場接種日対　象

今月はありません

Q：最近ちょっとした動作で肩の痛みを感じます。横のものを取ろうと
して手を伸ばしたり、頭を洗うときなどです。これがいわゆる“五十
肩”なのでしょうか？　　　　　　　　　　　　　　　　（45歳男性）
A：肩関節周囲炎（五十肩）は40～50歳代の中年以上の男女に発症しま
す。
特に思い当たるような肩の疲労等がなくても、徐々に自然に運動制

限や痛みがでてきます。
原因は加齢によるものと考えられています。一般に 6 ヶ月から一年
半くらいでなおっていきますが、頑固な運動制限を残す場合もありま
す。出来るようなら右のような簡単な体操をやってみてください。
（肩の関節を広げ、運動制限の改善を図り、筋肉のリラックスをする）

首に痛みがあったり、痺れ感がある場合は他の病気も
考えられます。整形外科の受診をお勧めします。

市立病院・リハビリテーション科
理学療法士 伊神直子

健康 Q & A 「五十肩」 肩関節体操
初期痛みの強い時期
は、何も持たずに行い、
その後、アイロンなど
１㎏程度の重りを下げ
て行う。重りは痛みの
程度により軽くしてよ
い。片手は椅子や机に
置き前屈位をとる。患
側上肢を下へ垂し体幹
の動きで前後左右、右
回し、左回しと上肢が
動くように行なう。

ａａ
体体幹幹をを前前後後にに動動かかしし、、反反
動動でで患患側側上上肢肢がが前前後後にに動動
くくよよううににすするる。。

ｂｂ
体体幹幹をを左左右右にに動動かかしし、、反反
動動でで患患側側上上肢肢がが左左右右にに動動
くくよよううににすするる。。

ｃｃ
体体幹幹をを左左右右にに回回すすここととにに
よよりり、、反反動動でで患患側側上上肢肢がが
左左右右にに回回るるよよううににすするる。。
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＝老人福祉センターバス＝

こぶし号

10月の巡回日程
変更のある場合には、各地区の代表
者を通じて連絡します。

10月のカレンダー
市民憲章（昭和44年10月制定）

1 自然を愛し、美しいまちをつくりましょう。

1 勤労を尊び、豊かなまちをつくりましょう。

1 教養を高め、文化のまちをつくりましょう。

市の花　つつじ
（昭和43年10月制定）

市の木　こぶし
市の鳥　チョウゲンボウ
（平成元年 4 月制定）

高脂血症個別健康教室（保健福祉センター）
総合健診（中田公民館）AM8:00～10:30
就学時健康診断（北東・北西小学校地区）

就学時健康診断（韮崎･穂坂小学校地区）
総合健診(穴山体育館)  AM8:00～10:30 

第 3 回環境講座　PM 2:00～
市役所別館201会議室

こ
の
広
報
紙
は
、
古
紙
配
合
率
一
○
○
％

再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

5
金

21
日

6
土

22
月
未受診者肺がん･結核レントゲン検診
（円野・清哲・神山・旭・韮崎地区）

7
日
武田の里まつり「武田勝頼公新府入城祭」

AM11:00～PM4:00 本町通り
23
火
一般栄養相談（要予約 23-4310）
特設人権相談所　AM10:00～市民会館

8
月
体育の日

24
水

9
火

社放研ほほえみ PM7:30～竜岡公民館
社放研もみじ　 PM8:00～藤井公民館
高血圧個別健康教室（保健福祉センター）
介護保険定例相談会ＡＭ9:30～4:00

25
木
武田の里婦人大学 PM1:30～市民会館
国民年金保険料第7期（10月分）納付指定日

10
水

26
金
総合健診（甘利児童センター）

AM8:00～10:30

11
木

27
土
能見城ウォーク　AM9:00

（穴山デイサービスセンター）

12
金

28
日
総合健診（保健福祉センター）

AM8:00～10:30

13
土

29
月
未受診者肺がん･結核レントゲン検診

（大草・竜岡・韮崎地区）

30
火

15
月
「韮崎市ふれあい農園」利用者受付開始

（農林室）

市県民税第 3 期納期限
国民健康保険税第 4 期納期限
就学時健康診断（甘利小学校地区）

16
火

社放研あすなろ AM10：00～市民会館
総合健診（穂坂コミュニティーセンター）

AM8:00～10:30

11/1
木

17
水
高脂血症個別健康教室（保健福祉センター）

2
金

18
木

高脂血症個別健康教室（保健福祉センタ
ー）未受診肺がん・結核レントゲン検診

（穂坂・藤井・中田・穴山）

3
土

19
金

4
日

20
土

31
水

14
日

老壮大学　PM12：50～市民会館

29
月

5
金
富士見 1 ～ 3 丁目・岩下・
上ノ山

10
水

9
火

6
土

体育の日

7
日

穂坂町日の城・三之蔵
・権現沢・上の原

8
月

穂坂町上今井・原・長久保

11
木 穂坂町三ツ沢上、下・飯米場

12
金
穂坂町柳平・宮久保
・鳥の小池

13
土

藤井町上野・坂井・北下条
・南下条

14
日

藤井町駒井・鳥居・絵見堂
・蔵の前・相垈・道下

15
月

静心寮

16
火

中田町全区

17
水

18
木

老壮大学19
金

20
土

穴山町全区

21
日

円野町全区

22
月

清哲町全区

23
火

神山町全区

24
水

旭町北割

25
木

26
金

27
土

旭町中割・南割

28
日

大草町全区

竜岡町全区

30
火

祖母石・一ツ谷・水神町・
1 ～ 3 丁目・西町・天神町

31
水

4 ・ 5 丁目・若宮町・旭町・日の出
町・富士見ヶ丘・中島町・高河原

11/1
木

2
金

3
土

4
日

市民会館からのお知らせ市民会館からのお知らせ
市民会館の大ホール改修工事のた

め、12月から 2 月までの 3 ヶ月間は
5 階大ホールを使用することはでき
ません。
工事期間中の「武田の里 婦人大

学」及び「老壮大学」は、市文化ホ
ールで行います。

市の人口 男　　　16,330人
（ 9 月 1 日現在） 女　　　16,737人
世帯数　11,556世帯 計　　　33,067人
対前月比　 +1世帯 対前月比 －21人
（国勢調査をもとにした常住人口33,707人・10688世帯）

介護サービスを利用した方の
感想・意見をお寄せください！
400字詰め原稿用紙 2 枚以内にお書

きください。12月の市広報でご紹介し
たいと考えています。
提出期限 10月26日まで
福祉室介護保険係（ 内線136・137）


